
産業建設常任委員会 
日  時   令和５年６月３０日（金）  

午前１０時２０分 [本会議終了後の見込み ]～  

場  所   全員協議会室   

 

１ 開議 

２ 所管分付託議案審査（説明～質疑）   

【産業観光部】  

（１）第１１号議案 令和５年度亀岡市一般会計補正予算（第３号） 

３ 討論～採決 

（休憩） 

４ 委員長報告の確認 

５ 議会だより原稿の確認 

６ その他 

 

 



 

 

６月議会 

産業建設常任委員会 資料 

 

 

 

 

 

 

産業観光部 



 
 

 

保津川下り運航再開市民応援キャンペーン事業補助金 （事業費 4,000 千円） 

【財源：繰入金 ふるさと力向上基金繰入金 １０／１０充当】 

 

 

 

 3 月28 日に発生した転覆事故のため運休している保津川下りにつきまして、今後、安全対策

がしっかりと講じられて事業が再開された際に、多くの市民の皆様に保津川下りに乗船いただ

いて安全を確認いただき、市民自ら再開をＰＲいただくため、市民の乗船応援事業を行う。 

 

 

 

【事業の概要】 

                         乗船料金     市民応援キャンペーン乗船料金 

大人 ／1名         4,500 円 → 2,000 円  

子ども／1名（4歳～小学生）  3,000 円 →  500 円  

                     ※1人当たり2,500円補助(先着1,500人まで) 

 

コロナ禍前、R元年 7月､8月の保津川下り乗船者数の内、京都府民の数 4,202 人 

 → 市町村別集計が無く、この内1/4が亀岡市民とした場合の数   1,050 人…① 

   早期に乗船客が復活し、①を上回れるよう市民の乗船割引者数を1,500 人とする 

 

 

【補助金の積算】  

1人当たりの補助額 2,500 円 × 1,500 人 ＝ 3,750 千円 

  安全対策ＰＲ経費               250 千円  

   合計                  4,000 千円 
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産業建設常任委員会委員長報告 
（令和５年６月３０日） 

 

産業建設常任委員会に付託されました議案について、 

審査の経過概要と、その結果を報告します。 

まず、第１号議案、令和５年度亀岡市一般会計補正予算（第

２号）の本委員会所管分でありますが、その主な内容は、 

・総務費では、物価
ぶ っ か

高騰
こうとう

に対する市内
し な い

交通事
こうつうじ

業者
ぎょうしゃ

への支援に

伴う経費の増額補正。 

・農林水産業費では、飼料
しりょう

価格の高騰
こうとう

により影響を受ける

畜産
ちくさん

業者
ぎょうしゃ

への支援に要
よう

する畜産
ちくさん

振興
しんこう

関係
かんけい

経費や、 

林道
りんどう

松
まつ

尾谷
お だ に

線
せん

の補修
ほしゅう

に要
よう

する林道
りんどう

管理
か ん り

事業
じぎょう

経費
け い ひ

の増額補正。 

・商工費では、物価
ぶ っ か

高騰
こうとう

に対する緊急対策として、市民生活

を支援し、地域経済を後押
あ と お

しするために、第６弾かめおか

応援クーポン事業に要
よう

する商 工 業
しょうこうぎょう

振興
しんこう

対策
たいさく

経費
け い ひ

や、３月

に発生し、船頭
せんどう

２名の尊い命が失われた保津川下り遊覧
ゆうらん

船
せん

転覆
てんぷく

事故
じ こ

に伴い、今後の安全対策に対して保津川遊
ほ づ が わ ゆ う

船
せん

 

企業
きぎょう

組合
くみあい

へ助成する観光
かんこう

推進
すいしん

経費
け い ひ

の増額補正。 
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・土木費では、通学路の安全対策など社会資本整備に伴う 

補助
ほ じ ょ

事業
じぎょう

の採択
さいたく

により増額
ぞうがく

する経費や、保
ほ

津川
づ が わ

水辺
み ず べ

公園
こうえん

の

補修
ほしゅう

作業
さぎょう

などを保津川遊船企業組合に委託する経費、全国

都市緑化フェア in 京都丹波関連事業として、メイン会場

となる予定の亀岡運動公園の整備に要する経費の増額補

正であり、 

採決の結果は、全員をもって原案可決すべきものと決定し

ました。 

なお、指摘要望事項として、観光
かんこう

推進
すいしん

経費
け い ひ

における保津川

遊船企業組合への支援については、亀岡市の無形
む け い

民
みん

俗文化
ぞくぶんか

財
ざい

である保津川下りの操船
そうせん

技術
ぎじゅつ

と、それを支える船頭
せんどう

の生活を

守り、観光
かんこう

関連
かんれん

産業
さんぎょう

の経済損失を取り戻すためにも、安全対

策を十分に確認した上で再開いただき、今後さらなる支援を

実施する際には、十分に検討した上でその詳細を示されるよ

う、指摘要望するものであります。 
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次に、第２号議案、令和５年度亀岡市水道事業会計補正予

算（第１号）は、道路整備事業に伴う配水管
はいすいかん

移設
い せ つ

工事
こ う じ

等
とう

に要

する経費の増額補正であり、別段異論なく、採決の結果は全

員をもって原案可決すべきものと決定しました。 

 

次に、第８号議案、亀岡市地域公共交通会議条例の一部改

正は、地域公共交通の活性化及び再生に関する法律に基づく

地域公共交通計画を策定
さくてい

するため、地域公共交通会議に事務

局及び監査委員の設置等をしようとするものであり、別段異

論なく、採決の結果は全員をもって原案可決すべきものと決

定しました。 

 

 次に、第９号議案、町
ちょう

の区域の設定並びに町
ちょう

の区域及び

名称の変更は、土地区画整理事業の施行に伴い、千代川町の

一部の区域について、町名を千代川町明晴
あすはれ

一丁目から同六丁

目までとすること、並びに千代川町の一部の区域及び名称を

変更するものであり、別段異論なく、採決の結果は全員をも

って原案可決すべきものと決定しました。 
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 次に、第１１号議案、令和５年度亀岡市一般会計補正予算

（第３号）は、今後、保津川下りの安全対策が講じられ、事

業再開に際
さい

し多くの市民に保津川下りへ乗船
じょうせん

していただき、

その再興
さいこう

を応援するため、市民の乗 船 料
じょうせんりょう

の割引を行う観光
かんこう

推進
すいしん

経費
け い ひ

の増額補正であり、別段異論なく、採決の結果は全

員をもって原案可決すべきものと決定しました。 

 

以上、簡単ではありますが本委員会の報告といたします。 



     

・
観
光
推
進
経
費 

２
０
０
０
万
円
増
額 

 

事
故
に
よ
り
運
航
を
中

止
し
て
い
る
保
津
川
遊
船

企
業
組
合
に
対
し
、
保
津

川
下
り
再
開
に
向
け
た
安

全
対
策
の
た
め
の
費
用
の

一
部
を
助
成
す
る
。 

【
主
な
質
疑
・
意
見
】 

問 

保
津
川
下
り
と
い

う
伝
統
を
守
る
こ
と
は
理

解
す
る
が
、
一
事
業
者
を

支
援
す
る
理
由
は
。 

  

・
商
工
業
振
興
対
策
経
費 

１
億
８
８
９
０
万
円
増
額 

 

物
価
高
騰
の
影
響
を
受

け
る
市
民
生
活
と
市
内
事

業
者
支
援
の
た
め
、
１
世

帯
当
た
り
５
千
円
分
の
か

め
お
か
応
援
ク
ー
ポ
ン

（
第
６
弾
）を
配
布
す
る
。 

【
主
な
質
疑
・
意
見
】 

問 

昨
年
実
施
し
た
、
第

５
弾
か
め
お
か
応
援
ク
ー

ポ
ン
の
利
用
率
は
。 

     

答 

三
大
観
光
と
し
て

地
域
経
済
へ
の
影
響
が
大

き
い
こ
と
、
本
市
の
無
形

民
俗
文
化
財
で
あ
る
操
船

技
術
を
絶
や
さ
な
い
こ
と
、

プ
ラ
ご
み
ゼ
ロ
の
先
駆
者

と
し
て
市
の
環
境
行
政
に

協
力
い
た
だ
い
て
い
る
こ

と
か
ら
支
援
す
る
も
の
。 

意
見 

安
全
対
策
を
十

分
に
確
認
し
た
上
で
、
観

光
関
連
産
業
回
復
の
た
め

に
も
早
期
再
開
を
願
う
。 

  

答 

配
付
総
数
の
う
ち

利
用
率
は
９
２
．
４
％
。 

問 

自
治
会
を
通
じ
た

全
戸
配
布
は
、
ポ
ス
テ
ィ

ン
グ
で
は
な
く
手
渡
し
で

配
布
い
た
だ
け
な
い
か
。 

答 

そ
の
よ
う
に
協
力

を
お
願
い
し
て
い
く
。 

意
見 

多
く
の
市
民
が

利
用
で
き
る
よ
う
、
自
治

会
未
加
入
者
に
も
し
っ
か

り
と
配
布
さ
れ
た
い
。 

       

○
保
津
川
下
り
に
再
び
に
ぎ
わ
い
を 

産
業
建
設
常
任
委
員
会 

 

○
５
千
円
分
の
ク
ー
ポ
ン
で
家
計
を
応
援 

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
可
決
（
全
員
賛
成
） 


